
　
「
熱
中
症
」
と
は
、
温
度
や
湿

度
が
高
い
と
こ
ろ
で
、
体
内
の
水

分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る

こ
と
で
起
こ
る
症
状
で
す
。
熱
中

症
に
な
る
と
、
体
温
の
調
節
機
能

が
働
か
な
く
な
り
、
体
温
の
上
昇

や
め
ま
い
、
体
の
だ
る
さ
を
感
じ

ま
す
。
症
状
が
ひ
ど
い
と
き
に
は
、

け
い
れ
ん
を
引
き
起
こ
し
た
り
、

意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
た
り
す
る

な
ど
し
、
時
に
は
死
に
至
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
に
熱
中
症
で
救
急
搬

送
さ
れ
た
人
は
、
全
国
で
約
５
万

３
千
人
に
の
ぼ
り
ま
す
（
同
年
５

月
〜
９
月
／
消
防
庁
発
表
）。
北

は
り
ま
消
防
本
部
管
内
（
西
脇
市
、

加
西
市
、
加
東
市
お
よ
び
多
可

町
）
で
は
、
１
５
１
人
の
方
が
搬

送
さ
れ
て
い
ま
す
（
同
／
北
は
り

ま
消
防
本
部
発
表
）。
全
国
で
救

急
搬
送
さ
れ
た
患
者
の
う
ち
、０
・

１
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
48
人
の

方
が
、
熱
中
症
が
原
因
で
命
を
落

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
５
月
か
ら
９
月
ま
で
に
全

国
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
方
の
う
ち
、

高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
が
約
２
万

６
千
人
で
、
全
体
の
48
・
９
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
、
最
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
次
い
で
、
成
人
（
18

歳
以
上
65
歳
未
満
）
の
約
１
８
，

９
０
０
人
（
全
体
の
35
・
６
パ
ー

セ
ン
ト
）、
少
年
（
７
歳
以
上
18

歳
未
満
）
の
約
７
，
７
０
０
人

（
同
14
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
）、
乳
幼

児
（
生
後
28
日
以
上
７
歳
未
満
）

が
約
５
０
０
人
（
同
０
・
９
パ
ー

セ
ン
ト
）
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す

（
い
ず
れ
も
消
防
庁
発
表
）。

　
熱
中
症
の
発
症
場
所
（
平
成
29

年
）
は
、
住
居
（
敷
地
内
の
全
て

の
場
所
を
含
む
）
が
全
体
の
37
パ

ー
セ
ン
ト
で
最
多
。
救
急
搬
送
さ

れ
る
３
人
に
１
人
が
住
居
で
熱
中

症
を
発
症
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

次
い
で
不
特
定
者
が
出
入
り
す
る

屋
外
の
場
所
が
13
・
９
パ
ー
セ
ン

ト
、
道
路
が
13
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
、

工
事
現
場
や
工
場
、
作
業
所
な
ど

の
職
場
が
10
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
（
い
ず
れ
も
消
防

庁
発
表
）。

に
な
ら
な
い
た
め
に

熱
中
症

生
命
に
関
わ
る
怖
い
「
熱
中
症
」

搬
送
さ
れ
た
方
の
半
数
が
高
齢
者

発
症
場
所
の
多
く
が
住
居

　
い
よ
い
よ
夏
真
っ
盛
り
。
屋
外
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
の
季
節
に
、
よ
く
耳

に
す
る
の
が
「
熱
中
症
」。
全
国
で
毎
年
多
く
の
方
が
熱
中
症
と
疑
わ
れ
る
症

状
で
救
急
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、熱
中
症
は
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。し
っ
か
り
と
対
策
を
し
て
、

楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　
健
康
課
（
市
役
所
内
線
３
５
４
）

成人 18,879
人

全国で救急搬送された方の年齢別内訳

平成 29年５月～９月（消防庁発表）

新生児８人
（0.1％）

乳幼児 482人
（0.9％）

少年 7,685 人
（14.5％）
少年 7,685 人
（14.5％）

成人 18,879 人
（35.6％）
成人 18,879 人
（35.6％）

高齢者 25,930 人
（48.9％）

高齢者 25,930 人
（48.9％）

合計 52,984 人

全国の熱中症の発症場所別内訳

平成 29年５月～９月（消防庁発表）

住居 19,603 人
（37.0％）

公衆（屋内）
4,385 人（8.3％）

公衆（屋外）
7,351 人（13.9％）

道路 7,131 人
（13.5％）

住居 19,603 人
（37.0％）

仕事場①（工事現場、工場等）
5,648 人（10.6％）

仕事場②（田畑、海、川等）
1,490 人（2.8％）

教育機関 4,037 人
（7.6％）

公衆（屋内）
4,385 人（8.3％）

公衆（屋外）
7,351 人（13.9％）

道路 7,131 人
（13.5％）

その他 3,339 人
（6.3％）

特集／熱中症にならないために
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付
き
、
応
急
処
置
を
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
熱
中
症
の
疑
い
が
あ
る
と
き
は
、

救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
と
、
現
場
で

す
ぐ
に
体
を
冷
や
し
始
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
救
急
車
の
到
着
を

待
つ
ま
で
の
間
に
、
現
場
で
応
急

処
置
を
施
し
ま
し
ょ
う
。

　
日
本
救
急
医
学
会
（
熱
中
症
に

関
す
る
委
員
会
）
で
は
、
熱
中
症

の
症
状
を
重
症
度
に
よ
っ
て
、「
Ⅰ

度
」
か
ら
「
Ⅲ
度
」
ま
で
の
３
段

階
に
分
類
し
て
い
ま
す
（
左
表
）。

　
熱
中
症
は
急
速
に
症
状
が
悪
化

し
重
症
化
し
ま
す
。
軽
傷
（
Ⅰ
度
）

の
段
階
で
、
早
く
体
の
異
常
に
気

　
風
通
し
が
良
い
日
陰
や
、
可
能

で
あ
れ
ば
ク
ー
ラ
ー
が
効
い
て
い

る
室
内
へ
避
難
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
衣
服
を
脱
が
せ
て
、
体
か
ら
の

熱
の
放
散
を
助
け
ま
し
ょ
う
。
ベ

ル
ト
や
ネ
ク
タ
イ
、
下
着
な
ど
を

緩
め
て
、
風
通
し
を
良
く
し
ま
す
。

　
ま
た
、
水
で
濡
ら
し
た
タ
オ
ル

や
ハ
ン
カ
チ
な
ど
を
皮
膚
に
当
て

た
り
、
う
ち
わ
や
扇
風
機
な
ど
で

風
を
当
て
た
り
し
て
、
体
を
冷
や

し
ま
す
。
服
や
下
着
の
上
か
ら
少

し
ず
つ
冷
や
し
た
水
を
か
け
る
方

法
も
あ
り
ま
す
。

　
近
く
に
自
動
販
売
機
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
が
あ
れ
ば
、

冷
や
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
や

か
ち
割
り
氷
を
買
い
、
そ
れ
ら
を

首
の
付
け
根
や
脇
の
下
、
股
関
節

部
な
ど
に
当
て
て
、
血
液
を
冷
や

す
こ
と
も
有
効
な
手
段
で
す
。

　
体
の
冷
却
は
で
き
る
だ
け
早
く

行
う
必
要
が
あ
り
、
特
に
重
症
者

を
救
命
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
い

か
に
早
く
体
温
を
下
げ
る
こ
と
が

で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
患
者
に
冷
た
い
水
を
持
た
せ
て
、

自
分
で
飲
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
大

量
の
発
汗
が
あ
る
と
き
は
、
汗
で

失
わ
れ
た
塩
分
も
補
え
る
市
販
の

経
口
補
水
液
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン

ク
を
飲
む
の
が
最
適
で
す
。
意
識

が
は
っ
き
り
し
て
い
れ
ば
、
冷
や

し
た
水
分
を
た
く
さ
ん
取
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
自
力
で
水
分
が
摂
取
で
き
な
い

と
き
は
、
直
ち
に
医
療
機
関
に
搬

送
す
る
こ
と
が
最
優
先
で
す
。

　

屋
外
で
は
日
陰
を
歩
き
、
日
傘

を
差
し
た
り
、
帽
子
を
か
ぶ
っ
た

り
し
ま
し
ょ
う
。
屋
内
で
は
、
扇

風
機
や
ク
ー
ラ
ー
を
適
切
に
使
っ

た
り
、
す
だ
れ
や
カ
ー
テ
ン
で
部

屋
へ
の
直
射
日
光
を
遮
っ
た
り
し
、

暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
汗
を
吸
収
す
る
た
め
に
、

吸
水
性
に
優
れ
た
素
材
の
服
や
下

着
を
着
ま
す
。
襟
元
は
緩
め
て
、

熱
気
や
汗
が
出
や
す
い
よ
う
に
通

気
し
ま
し
ょ
う
。
太
陽
光
の
熱
を

吸
収
し
や
す
い
黒
色
の
衣
類
を
避

け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
暑
い
日
に
は
じ
わ
じ
わ
と
汗
を

か
い
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ま
め
に

水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
た
く

さ
ん
汗
を
か
い
た
と
き
は
、
ス
ポ

ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
で
水
分
と
と

も
に
塩
分
を
補
給
し
ま
す
。

　
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
と

　
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
に
は
、
脱
水
と
体
温
の
上
昇
を

抑
え
る
こ
と
が
基
本
で
す
。
脱
水

と
体
温
の
上
昇
を
抑
え
る
方
法
と

し
て
、
薄
着
に
な
る
こ
と
や
、
日

陰
に
移
動
す
る
、
冷
房
を
使
用
す

る
な
ど
、
暑
さ
か
ら
逃
れ
る
「
行

動
性
の
体
温
調
節
」
と
、
血
管
の

拡
張
や
発
汗
に
よ
っ
て
熱
を
体
外

に
逃
が
す
「
自
立
性
の
体
温
調
節
」

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
温
な
環
境
下
で
は
、

汗
に
よ
る
体
温
調
節
の
依
存
度
が

高
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
汗

の
も
と
と
な
る
体
の
水
分
量
を
維

持
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
熱
中
症
に
な
ら
な
い
対
策
と
し

て
、
体
調
管
理
や
暑
さ
へ
の
慣
れ

な
ど
「
体
へ
の
配
慮
」
と
、
暑
さ

を
避
け
る
こ
と
や
活
動
の
時
間
帯

や
継
続
時
間
な
ど
、「
行
動
の
工

夫
」、
そ
し
て
、「
住
ま
い
と
衣
服

の
工
夫
」
が
効
果
的
で
す
。

き
に
は
、
急
に
暑
く
な
る
日
に
熱

中
症
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

少
し
ず
つ
暑
さ
に
慣
れ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
日
頃
か
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど

で
汗
を
か
く
習
慣
を
身
に
付
け
て

お
く
と
、
体
が
夏
の
暑
さ
に
対
応

し
や
す
く
な
り
、
熱
中
症
に
な
り

に
く
く
な
り
ま
す
。

　
熱
中
症
の
発
症
に
は
体
調
が
影

響
し
ま
す
。
体
内
の
水
分
が
少
な

い
状
態
や
、
食
事
を
抜
い
た
と
き

な
ど
、
体
調
が
万
全
で
な
い
と
き

は
、
暑
い
環
境
に
い
る
こ
と
を
絶

対
に
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
集
団
で
活
動
す
る
と
き
は
、
お

互
い
へ
の
配
慮
や
注
意
が
必
要
で

す
。
こ
ま
め
に
休
憩
し
、
一
人
当

た
り
の
活
動
時
間
を
短
く
し
ま
し

ょ
う
。
個
人
の
体
力
や
体
調
に
合

わ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　熱中症対策の一つに、「暑さ指数（ＷＢＧＴ）」
の活用があります。ＷＢＧＴは、昭和29年にア
メリカで提案された指標で、単位は気温と同じ
「セ氏度（℃）」で示されます。人体と外気との
熱のやりとり（熱収支）に着目したもので、熱
収支に与える影響の大きい①湿度、②日射・放
射など周辺の熱環境、③気温の３要素が取り入
れられています。
　この指数を基に、日本生気象学会が「日常生
活に関する指針（表①）」を、公益財団法人日
本スポーツ協会が「熱中症予防運動指針（表②）」
を公表しています。ＷＢＧＴを活用して、熱中
症にならないようにしましょう。
　日ごとのＷＢＧＴは環境省のホ
ームページで確認することができ
ます。

熱
中
症
の
症
状
と
重
症
度

熱
中
症
の
対
処
方
法

熱
中
症
の
症
状
と
対
処
方
法

①
涼
し
い
場
所
へ
避
難

②
脱
衣
し
体
を
冷
や
す

③
水
分
と
塩
分
を
補
給

④
医
療
機
関
へ
搬
送

熱
中
症
の
予
防
方
法

※

環
境
省
「
熱
中
症
環
境
保
健
マ
ニ
ュ
ア
ル
２
０
１
８
」
を
基
に
作
成

「暑さ指数」を活用しよう！

①
暑
さ
を
避
け
て
服
装
を
工
夫

熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
に

「
配
慮
と
工
夫
」
で
熱
中
症
予
防

②
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給

③
急
に
暑
く
な
る
日
に
注
意

④
暑
さ
に
備
え
た
体
づ
く
り

⑤
個
人
の
体
調
を
考
慮

⑥
集
団
活
動
で
は
互
い
に
配
慮
を

※
環
境
省
「
熱
中
症
環
境
保
健
マ
ニ
ュ
ア
ル
２
０
１
８
」
を
基
に
作
成

特集／熱中症にならないために

熱中症の応急処置

熱中症を疑う症状がありますか
めまい、失神、大量の発汗、頭痛、吐き気、
嘔吐、けいれん、高体温　など

呼び掛けに返事が
ありますか

涼しい場所に避難し、
服を緩めて体を冷やす

救急車を呼ぶ

水分を自力で摂取
できますか

涼しい場所に避難し、
服を緩めて体を冷やす

水分・塩分を補給
する

症状が良くなりま
したか 医療機関で治療

安静にして十分な休息
を取る

はい
いいえ

はい

はい

はい

いいえ

はい
いいえ

◆熱中症の重症度
分類 症 状 重症度 

Ⅰ度 
めまい、失神、 
筋肉痛、筋肉の硬直、 
手足のしびれ、気分の不快 

 

Ⅱ度 頭痛、吐き気、嘔吐、 
倦怠感、虚脱感 

Ⅲ度 

（Ⅱ度の症状に加えて） 
意識障害、けいれん、 
手足の運動障害、高体温、 
肝機能異常、腎機能障害、 
血液凝固障害 

◆日常生活に関する指針（表①）

◆熱中症予防運動指針（表②）

温度基準（WBGT ） 注意事項 

31℃以上【危険】 高齢者は安静状態でも発生する危険性が高い。外出
は避け、涼しい室内に移動する。 

28℃～30℃【厳重警戒】 外出時は炎天下を避け、室内では室温の上昇に注意
する。 

25℃～27℃【警戒】 運動や激しい作業をする際は定期的に十分な休息
を取る。 

25℃未満【注意】 激しい運動や重労働時には発生する危険性がある。 

暑さ指数
（WBGT ） 注意事項  

31℃以上 運動は原則中止 特別な場合を除き、運動を中止。特に子
どもの場合は中止すべき。 

28℃～30℃ 【厳重警戒】 
激しい運動は中止 

激しい運動など体温が上昇しやすい運
動を避ける。運動する場合は頻繁に休息
を取り、水分・塩分を補給。体力がない
人や暑さに慣れていない人は中止する。 

【警戒】 
積極的に休息 

積極的に休息を取り、適宜水分・塩分を
補給する。激しい運動は30分ごとに休息

 
【注意】 
積極的に水分補給 

熱中症の兆候に注意し、運動の合間に積
極的に水分・塩分を補給する。 

21℃未満 【ほぼ安全】 
適宜水分補給 適宜水分・塩分を補給する。 

25℃～27℃

21℃～24℃

おうと

けんたいかん

を取る。


